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1.　本研 究の目的 は昭和30年 前後よ りわが国が大量消

費時代 に入 ったとい われてより今日までその大量消費現

象 が食生活 の中にも浸透し てきている中で最近とみにマ

スコミ等を通じ て叫 ばれているコールド・チェーン（低

温流通機構 ）を社 会経済体系の中で理解するこ とによ り

今後 の流通機構 をより円滑にし てゆ く目安とする目的 を

持つも のであ る。

2･　研究方 法とし ては家庭における台所革命を もたら

し た直 接の原因た る 大量生産お よ び大量消費現象 の把

握，生 鮮食料品 の物価高をも たらしてい る原因は どこに

あるのか。 またそれに対する消費者保護行政は どこ まで

進められているのか。なぜコ ールドチ ェーンが今後 の食

生活の中での重要 な部門を占 めるものとし て登場し てき

た のか。以上 の観点 から諸問題 を分析し てい くこ とにな

る。
3･　特に中京地区においては一昨年，昨年に引 き続き

本年も5 月 中旬 より，「ベ ターリビイ ングシ ョウナゴ ヤ

'66」 と い う明 日のよ りよい消費生活を送 るために必要

な商品の陳列とそれを通じて の商品知識 の普及， さらに

は消費者行政に 関する展示 がなされてい た。 その中でこ

こで問題 としてい るコール ドチ ェーンの原 理的 なもの，

す なわち金魚 を液体窒 素を用い て急 速に冷 凍させてみる

こ とが紹介 され，一般消 費者の注目を集 めてい たことか



らし て以 上｡の観 点からの分析はよ りコールドチェ ーンに

対 する消費者マインドの育 成に役立つものと確信するも

のである。
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